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大
野
幸
子

冬
晴
れ
の
中
、
第
七
十
一
回
「
全
国
書
初
大
会
」

が
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
文
化
会
館
展
示
ホ

ー
ル
に
お
い
て
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
令
和
に
な
っ
て
最
初
の
大
会
。
五
ヶ
月
後
に

は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控

え
、
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
先
行
き
が
不

透
明
の
中
、
例
年
と
は
少
し
違
っ
た
緊
張
感
も
漂

っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
　

作
品
大
会

全
国
か
ら
応
募
さ
れ
た
作
品
の
中
か
ら
、
左
記

の
作
品
点
数
を
、
一
月
二
十
五
日
の
審
査
会
に
お

い
て
選
出
し
、
会
場
に
展
示
し
ま
し
た
。

　

学
生
部　

金
賞
以
上　

一
、六
五
二
点

　

一
般
部　

特
選
以
上　
　

一
八
四
点

　

師
範
部　

秀
作
以
上　
　

一
三
九
点

　

総
務
部　
　
　
　
　
　
　
　

六
二
点

ま
た
、
会
場
中
央
の
壁
面
に
は
、
師
範
部
の
特

別
大
賞
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
来
場
者
の
関
心
を

集
め
て
い
ま
し
た
。

　
　

席
書
大
会

例
年
通
り
午
前
と
午
後
の
二
回
に
分
け
、
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

大
会
委
員
長
の
目
良
丹
崖
代
表
よ
り
、
緊
張
し

て
い
る
揮
毫
者
に
励
ま
し
の
お
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
。
続
い
て
橋
爪
玉
翠
先
生
よ
り
支
部
長
と
揮
毫

者
の
紹
介
、
揮
毫
指
揮
は
加
藤
泰
玉
先
生
と
大
久

保
樹
心
先
生
が
交
代
で
つ
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

揮
毫
者
は
一
筆
一
筆
に
心
を
込
め
て
作
品
を
書

き
上
げ
、
一
斉
に
そ
れ
を
掲
げ
、
四
方
に
い
ら
し

た
皆
様
に
ご
覧
い
た
だ
き
、
会
場
よ
り
賞
賛
の
大

き
な
拍
手
を
受
け
ま
し
た
。

揮
毫
者
に
は
表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
、

支
部
長
に
は
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
席
書
会
は
終
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二
〇
二
〇
年

第
七
十
一
回

全
国
書
初
大
会

時
・
２
月
11
日（
祝
）

所
・
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ

　
　

文
化
会
館
４
階
展
示
ホ
ー
ル
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て
書
き
上
げ
、
入
口
左
横
の
大
き
な
ボ
ー
ド
に
約

五
百
枚
を
貼
り
、
二
つ
の
虹
を
形
成
。
自
分
の
作

品
を
指
差
し
、
記
念
撮
影
す
る
姿
を
多
く
見
か
け

ま
し
た
。
参
加
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
観
覧
の

方
達
か
ら
も
大
好
評
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

第
七
十
一
回
全
国
書
初
大
会
は
多
く
の
皆
様
の

ご
尽
力
と
ご
協
力
に
よ
り
成
功
裏
に
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に

さ
ら
な
る
発
展
を
祈
念
し
て
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

了
し
ま
し
た
。

　
　

授
賞
式

午
後
二
時
四
十
分
、
中
村
一
誠
先
生
の
司
会
で

開
式
。
大
会
委
員
長
目
良
丹
崖
代
表
よ
り
お
祝
い

の
言
葉
、
杉
浦
華
桂
審
査
長
よ
り
審
査
経
過
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
目
良
委
員
長
よ
り
文
化
院
賞
代
表
者
、

小
学
部
・
澤
田
寧
々
さ
ん
、
中
学
部
・
玉
井
典
子

さ
ん
、
高
校
部
・
小
林
美
優
さ
ん
、
一
般
部
漢
字
・

村
上
絵
里
子
さ
ん
、
一
般
か
な
・
松
本
桃
琴
さ
ん
、

師
範
部
特
別
大
賞
受
賞
者
代
表
、
漢
字
部
・
松
澤

苑
彩
さ
ん
、
か
な
部
・
恵
美
翆
蘭
さ
ん
、
ま
た
総

務
部
代
表
賞
の
か
な
部
・
五
井
修
水
さ
ん
に
賞
状

と
賞
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
受
賞
者
を

代
表
し
て
華
桂
書
道
会
・
森
井
智
子
さ
ん
か
ら
心

の
こ
も
っ
た
謝
辞
が
あ
り
、
式
典
は
滞
り
な
く
終

了
し
ま
し
た
。

　
　

抽
選
会
そ
の
他

受
付
入
口
に
て
例
年
通

り
三
角
く
じ
に
よ
る
抽
選

会
が
実
施
さ
れ
、
当
た
っ

た
方
の
喜
び
の
声
に
そ
の

場
が
な
ご
ん
だ
り
し
て
い

ま
し
た
。
景
品
を
ご
提
供

下
さ
い
ま
し
た
玉
川
堂
様
、

一
照
堂
様
、
ジ
ョ
イ
様
に

は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
報
道
関
係
で
は
「
藤

樹
社
」「
書
道
芸
術
社
」

か
ら
取
材
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

新
設
コ
ー
ナ
ー

〝
み
ん
な
で
大
き
な
虹

を
完
成
さ
せ
よ
う
〟
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、

「
来
場
者
参
加
コ
ー
ナ
ー
」

を
新
設
。
会
場
入
口
に
揮

毫
の
場
を
設
け
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
十
五
㎝
角
の

色
紙
に
筆
で
思
い
を
託
し


